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多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は

　
　
初
秋
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

暑
か
っ
た
今
年
の
夏
も
終
わ
り
、
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
後
期
授
業
が
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
で
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

本
学
部
で
は
、
中
期
事
業
計
画
の
実
行

に
向
け
て
、
す
で
に
次
の
３
つ
の
Ｗ
Ｇ
を

設
置
し
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

１
．
グ
ロ
ー
バ
ル  

２
．
学
生
支
援
・
学
生
主
体
運
営
組
織
支
援      

３
．
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
広
報 

　

最
終
答
申
に
至
っ
た
内
容
に
つ
い
て
は

順
次
実
行
に
移
し
、
学
部
の
更
な
る
発
展

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。 

　　

さ
て
、
毎
年
六
月
初
旬
に
開
催
し
て
き

て
い
る
白
門
経
友
会
定
期
総
会
は
今
年
で

二
十
六
回
目
と
な
り
、
次
の
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
実
施
し
審
議
事
項
は
滞
り
な
く

了
承
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

日
時　

平
成
二
十
八
年
六
月 

十
一
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時　

開
会 

場
所　

中
央
大
学
多
摩
キ
ヤ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　

七
号
館　

七
一
○
四
教
室

プ
ロ
グ
ラ
ム

（
一
）
定
期
総
会 　

午
後
二
時
〜
二
時
三
十
分

 

① 

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

 

② 

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案

 
③ 

そ
の
他

（
二
）
記
念
講
演
会

　
「
沖
縄
経
済
と
国
際
航
空
貨
物
ハ
ブ
」 　
　

　
　
　
　
　
　

  

講
師　

塩
見　

英
治　

教
授

　

総
会
で
は
、
冒
頭
で
濱
岡
幹
事
長
の
挨

拶
に
続
き
、
佐
藤
副
幹
事
長
よ
り
昨
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
な
ら
び
に
今
年

度
の
事
業
計
画
・
事
業
予
算
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
塩
見
英
治
教
授
に
よ
り

ま
ず
ご
自
分
の
研
究
内
容
に
関
連
し
、
今

回
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
動
機
・
背
景
に
つ

い
て
お
話
し
が
あ
り
、
引
き
続
き
動
画
を

含
め
た
豊
富
な
資
料
を
も
と
に
沖
縄
と
の

関
連
で
国
際
航
空
貨
物
ハ
ブ
に
つ
い
て
詳

細
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
演
会
後
は
、会
場
を
生
協
四
階
の「
和

お
ん
」に
移
し
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
も
経
友
会
の
特
長
で
あ
る
若
手
を
含

め
た
OB
と
現
役
学
生
と
の
交
流
を
深
め
、

懇
親
の
場
と
し
て
会
員
相
互
の
交
流
を
活

発
に
行
う
こ
と
が
で
き
風
間
副
会
長
の
締

め
の
挨
拶
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
総
会
以
外
で
も
学
生
を
含
め
た

交
流
の
場
を
増
や
す
所
存
で
す
の
で
会
員

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
幹
事
会
等
へ

の
ご
参
加
と
と
も
に
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ア
ジ
ア
の
経
済
回
廊
と
グ
リ
ー
ン
経
済

　
　
　
　
　
　

名
誉
教
授　

緒
方　

俊
雄

　
第
一
回　

(

本
稿
は
二
〇
一
四
年
六
月
の

　
　
　
　
　
　
　

記
念
講
演
か
ら
の
抜
粋
で
す
。)

　

私
は
一
九
四
五
年
に
神
奈
川
県
鎌
倉
市

に
生
ま
れ
、
一
九
六
三
年
に
鎌
倉
学
園
高

校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
高
校
時
代
の
大
切

な
思
い
出
は
、
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、

全
国
高
校
野
球
甲
子
園
大
会
に
出
場
し
た

こ
と
で
す
。
私
は
通
算
８
打
数
３
安
打

で
、
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
（
準
々
決
勝
）
ま
で

進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
一
年
間
浪
人
を
し

て
一
九
六
四
年
に
本
学
経
済
学
部
で
入
学

し
ま
し
た
。
当
時
は
、
校
舎
は
お
茶
ノ
水

の
駿
河
台
に
あ
り
、
学
園
紛
争
の
時
代
で

し
た
。

　

縁
が
あ
っ
て
、
私
は
中
央
大
学
体
育
教

師
の
桑
原
寛
樹
氏
宅
に
下
宿
し
、「
く
る

み
」
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
を
組
織
し
、
主
将

を
務
め
ま
し
た
。
学
部
の
専
門
演
習
は
岩

波
一
寛
教
授
で
財
政
学
の
ゼ
ミ
で
し
た
。

一
九
六
八
年
に
卒
論
に
「
戦
後
日
本
の
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
書
き
、
そ
の
後
大

学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
に
進

学
、
川
口
弘
教
授
か
ら
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学

体
系
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
一
九
七
一

年
に
修
士
論
文
「
マ
ー
シ
ャ
ル
の
問
題
・

寡
占
形
成
の
理
論
」
を
執
筆
後
、
さ
ら
に

博
士
課
程
に
進
み
、
同
時
に
本
学
部
の
助

手
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
部
・
大
学
院
時
代
の
当
初
の
研
究
は
、

ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
学
派
経
済
学
の
研
究
で
し

た
が
そ
の
後
、
一
九
七
八
年
に
新
し
い
ポ

ス
ト
・
ケ
イ
ン
ズ
派
経
済
学
の
動
向
に
興

味
を
持
ち
、
英
国
の
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
に
留
学
し
、J. Robinson, N

. Kaldor, 

P. Sraffa, L. Pasinetti

な
ど
の
研
究
者

か
ら
直
接
指
導
を
受
け
、
ま
た
一
九
八
〇

年
に
は
米
国
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
立

Rutgers 
大
学
に
お
い
て
、A.S Eichner, 

P. D
avidson, H

. M
insky, B. M

oore

な

ど
の
米
国
の
研
究
者
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
、
若
手
ポ
ス
ト
・
ケ
イ
ン
ズ
派
経
済
学

研
究
者
た
ち
と
の
活
発
な
議
論
を
通
し

て
、
米
国
の
著
名
な
経
済
雑
誌Journal 

of Post Keynesian Econom
ics　

の
編

集
委
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
中
央
大
学
で

は
、川
口
教
授
の
指
導
の
下
で
「
ポ
ス
ト
・

ケ
イ
ン
ズ
派
経
済
学
研
究
会
」を
組
織
し
、

日
本
経
済
評
論
社
か
ら
同
翻
訳
叢
書
を
刊

行
す
る
仕
事
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
、
時
代
は
大
き
な
転

換
点
に
向
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
米
国

経
済
学
会
で
は
、「
経
済
学
の
第
二
の
危

機
」
と
題
し
た
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
基
調
講
演
を
行
っ
た
の
が
、
英
国
ケ

ム
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
のJ. Robinson

教
授

で
し
た
。「
第
一
の
危
機
」
は
一
九
三
〇

年
代
の
経
済
恐
慌
と
大
量
失
業
、
こ
の
問

題
に
挑
戦
し
た
の
がJ.M

. Keynes

で
し

た
。
ケ
イ
ン
ズ
の
業
績
は
、L. Klein

が

『
ケ
イ
ン
ズ
革
命
』
と
し
て
総
括
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
に
石

油
危
機
、
金
融
危
機
を
経
験
す
る
中
で
、

ロ
ビ
ン
ソ
ン
教
授
は
伝
統
的
な
経
済
学
で

は
対
応
で
き
な
い
「
第
二
の
危
機
」
に
直

面
し
て
い
る
と
主
張
し
た
の
で
す
。
米
国

で
は
、
こ
の
第
二
の
危
機
論
に
共
鳴
す
る

経
済
学
者
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
立

Rutgers 

大
学
に
集
ま
り
、Journal of 

Post Keynesian Econom
ics

を
発
刊

し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
な
時
代

に
私
の
米
国
留
学
が
重
な
り
、
多
く
の
ポ

ス
ト
・
ケ
イ
ン
ズ
派
経
済
学
者
と
の
交
流

や
知
遇
を
得
た
わ
け
で
す
。

　

そ
の
後
、
私
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
は
、
東
京
大
学
（
当
時
）
の
宇

沢
弘
文
教
授
で
し
た
。
宇
沢
教
授
は
、
当

初
は
最
適
成
長
モ
デ
ル
で
米
国
の
数
理
経

済
学
会
の
先
端
研
究
を
推
進
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
日
本
に
帰
国
す
る
と
間
も
な
く

『
自
動
車
の
社
会
的
費
用
』（
岩
波
新
書
、

一
九
七
四
年
）
を
発
表
し
ま
す
。
そ
の
行

間
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
新
古
典
派
経
済
学

の
考
え
方
よ
り
は
、
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
学
派

や
制
度
学
派
の
考
え
方
が
強
く
描
か
れ
て

い
る
こ
と
に
、
私
は
大
変
驚
き
、
岩
波
書

店
で
の
講
演
会
に
参
加
し
、「
宇
沢
経
済

学
」
の
考
え
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

宇
沢
教
授
が
定
年
退
職
さ
れ
る
と
き

に
、
東
京
大
学
の
研
究
室
を
訪
問
し
、
中

央
大
学
経
済
学
部
の
新
設
学
科
（
公
共
経

済
学
科
）へ
の
就
任
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、
宇
沢
教
授
か
ら
は
、
段
ボ
ー

ル
に
入
っ
た
ご
自
身
の
全
著
作
を
二
百
字

に
要
約
す
る
仕
事
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
、
私
は
宇
沢
経
済
学
体
系
を
学
習

す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
九
九
四
年
に
中
央
大
学
に
就
任
し
て
い

た
だ
い
て
か
ら
は
、
定
期
的
に
宇
沢
研
究

室
で
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
宇
沢
経
済
学
の
根
幹
を

な
す
「
社
会
的
共
通
資
本
」、
そ
の
構
成

要
素
で
あ
る
「
自
然
資
本
」「
社
会
資
本
」

「
制
度
資
本
」
と
そ
の
応
用
方
法
を
学
び

ま
し
た
。

　

私
は
、
一
九
九
五
年
に
中
央
大
学
か
ら

一
年
間
、
研
究
専
念
期
間
を
許
可
さ
れ
、

再
び
米
国
で
研
究
す
る
機
会
を
持
ち
ま
し

た
。
そ
の
際
に
、Rutgers

大
学
の
先
輩

で
あ
るLester Brow

n

氏
の
『
地
球
白

書
』
と
、
米
国
生
態
学
者
のO

dum

教

授
の
『
生
態
学
の
基
礎
』
に
注
目
す
る
こ
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と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
は
じ
め

て
「
経
済
学
（Econom

ics

）」
と
「
生

態
学
（Ecology

）」
の
語
源
は
同
じ
だ
と

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
エ
コ
（Eco

）」
は

地
球
の
住
み
家
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
語
由
来

の
言
葉
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
問
遍
歴
に
基
づ
い
て
、

私
の
生
態
経
済
学
、
グ
リ
ー
ン
経
済
の
基

本
的
な
考
え
方
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
学
派
の
始
祖

で
あ
るA.M

arshall

か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
最
初
奥
さ
ん
と

の
共
著
『
産
業
経
済
学
（Econom

ics of 

Industry

）』（
一
八
七
九
年
）
を
出
版
し

て
い
ま
す
。
こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
に
、
従

来
の
「Political Econom

y

」
に
代
え

て
、
初
め
て
単
一
の
言
葉
で
「
経
済
学

（Econom
ics

）」
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
れ
を
す
ぐ
に
絶
版
に
し

て
、
一
八
九
〇
年
に
『
経
済
学
原
理

（Principles of Econom
ics

）』
の
初
版

を
出
版
し
、
そ
の
後
七
回
改
定
し
て
い
ま

す
。
特
に
初
版
は
日
本
の
図
書
館
で
は
見

か
け
な
い
の
で
、大
学
の
許
可
を
も
ら
い
、

全
頁
を
コ
ピ
ー
し
ま
し
た
。
そ
し
て
各
版

を
原
書
で
比
較
し
な
が
ら
精
読
す
る
と
、

マ
ー
シ
ャ
ル
の
考
え
方
の
変
遷
や
力
点
が

理
解
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

彼
は
生
物
学
者
のC. D

arw
in

か
ら
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

の
生
物
学
者
で
あ
り
、
著
名
な
『
種
の
起

源
』
を
著
し
て
い
ま
す
。
マ
ー
シ
ャ
ル
が

注
目
し
て
い
る
の
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、

経
済
学
者R. M

althus

『
人
口
論
』
か
ら

大
き
な
示
唆
を
得
て
、
生
物
学
を
考
案
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て
、マ
ー
シ
ャ

ル
は
、
今
度
は
経
済
学
者
が
生
物
学
者
か

ら
学
ぶ
時
代
だ
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
指

摘
は
意
外
で
し
た
。
そ
れ
で
は
、
経
済
学

者
は
生
物
学
者
の
ど
の
視
点
を
学
ん
だ
の

か
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

生
物
学
者
は
、
植
物
は
光
合
成
に
よ
っ
て

二
酸
化
炭
素
（CO

2

）
を
吸
収
し
な
が
ら

「
生
産
」
さ
れ
、
牛
の
よ
う
な
草
食
動
物

は
植
物
を
餌
に
し
て
「
消
費
」
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
第
一
次
消
費
と
呼
び
ま
す
。
次

に
肉
食
動
物
の
よ
う
に
、
草
食
動
物
を
餌

に
消
費
し
ま
す
。
こ
れ
は
第
二
次
消
費
で

す
。
植
物
の
残
渣
や
動
物
の
死
骸
は
ミ
ミ

ズ
や
微
生
物
が
「
分
解
」
し
、
豊
か
な
土

壌
を
形
成
し
ま
す
。
こ
う
し
た
食
物
連
鎖

が
生
物
界
の
持
続
可
能
性
を
支
え
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
弱
肉
強
食
の
世
界
で

も
、
ラ
イ
オ
ン
は
草
食
動
物
が
い
な
く
な

れ
ば
死
滅
し
ま
す
。
生
物
界
に
は「
ゴ
ミ
」

は
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
で

人
間
社
会
を
捉
え
ま
す
。
そ
し
て
マ
ー

シ
ャ
ル
は
「
物
的
な
世
界
」
と
「
道
徳
的
・

知
的
な
世
界
」
を
区
別
し
、経
済
学
の
「
生

産
」
を
定
義
し
ま
す
。
こ
こ
で
も
通
説
と

は
異
な
り
意
外
な
指
摘
を
行
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
「
人
間
は
、
物
的
な
世
界
で

は
、
生
産
を
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
言
い
ま

す
。
例
え
ば
、
人
間
は
木
材
か
ら
家
具
や

家
屋
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
木
材
そ
れ
自

体
を
生
産
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
森
林
を
伐

採
し
て
加
工
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

森
林
は
、
太
陽
光
や
土
壌
や
降
雨
の
自
然

の
生
態
系
の
循
環
を
通
じ
て
育
成（
生
産
）

し
て
い
る
の
で
す
。

　

他
方
、
人
間
は
、
道
徳
的
・
知
的
な
世

界
で
は
、
知
識
を
生
み
出
し
ま
す
。
人
間

生
活
が
豊
か
で
便
利
に
な
る
よ
う
に
設
計

図
や
技
術
を
考
案
し
、
家
具
や
家
屋
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は

す
ご
く
重
要
な
指
摘
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

人
間
は
「
物
的
な
世
界
」
で
は
自
然
界
の

森
林
や
石
油
を
「
生
産
」
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
自
然
界
の
ス
ト
ッ
ク
を
消
費

し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
す
。
だ
か

ら
石
油
を
大
量
消
費
す
れ
ば
や
が
て
は
枯

渇
し
ま
す
し
、
森
林
を
た
く
さ
ん
伐
採
す

れ
ば
、
山
に
木
が
な
く
な
り
、
砂
漠
化
し

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
森
林
は
植
物
で
す
か

ら
、
生
態
系
の
知
識
や
技
術
を
使
っ
て
植

林
し
、
生
態
系
を
適
切
に
管
理
す
れ
ば
再

生
は
で
き
ま
す
。
再
生
産
可
能
で
す
。

　

し
か
し
、
石
炭
や
石
油
は
化
石
燃
料
と

言
わ
れ
、
再
生
産
不
能
で
、
消
費
す
れ
ば

や
が
て
は
枯
渇
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
燃

焼
す
る
際
に
、
二
酸
化
炭
素
（CO

2

）
を

排
出
し
、
そ
れ
が
現
代
の
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
産
業
革

命
後
、
二
一
世
紀
に
な
っ
て
私
た
ち
が
直

面
し
て
い
る
深
刻
な
問
題
の
核
心
は
こ
こ

に
あ
る
の
で
す
。

　
（
次
号
へ
続
く
）　　
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え
、
あ
の
先
生
が
シ
リ
ー
ズ 

㉒

　
　
　

経
済
学
部　

教
授　

井
村　

進
哉

　

経
済
学
部
OB
の
一
人
で
あ
り
な
が
ら
、

学
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
ま
け
て
、
あ
ま

り
経
友
会
に
ご
協
力
で
き
ず
恐
縮
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
会
を
支
え
ら
れ
て
お
ら
れ

る
皆
さ
ん
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
一
九
七
三
年
本
学
部
入
学
、

一
九
七
八
年
駿
河
台
校
舎
で
卒
業
。
多
摩

移
転
初
年
度
に
本
学
大
学
院
商
学
研
究

科
入
学
。
一
九
八
五
年
中
退
後
、
小
樽

商
大
に
十
一
年
在
職
。
そ
の
間
、
二
年

間
、
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
銀
行

家
協
会
で
客
員
研
究
員
、
一
九
九
六
年

四
月
、
本
学
部
金
融
論
担
当
者
と
し
て

赴
任
。
二
〇
〇
四
年
韓
国
ソ
ウ
ル
大
学
、

二
〇
〇
五
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ク

ラ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
（U

CCS

）
で
客
員

研
究
員
。
瞬
く
間
に
二
十
年
が
経
ち
ま
し

た
。

　

学
園
紛
争
が
激
し
か
っ
た
神
奈
川
県
立

鶴
見
高
校
出
身
。
受
験
勉
強
を
嫌
い
、
自

分
の
好
き
な
哲
学
、
歴
史
、
語
学
し
か
勉

強
し
な
か
っ
た
だ
け
に
、
大
学
で
よ
う
や

く
「
本
当
の
勉
強
が
で
き
る
」
と
の
気
持

ち
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
九
七
三

年
本
学
入
学
前
後
は
狂
乱
物
価
・
石
油

シ
ョ
ッ
ク
。
学
部
時
代
は
物
価
論
・
イ
ン

フ
レ
論
こ
そ
が
時
代
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
一
年
次
、
三
、

四
年
次
の
ゼ
ミ
と
、
真
剣
勝
負
で
厳
し
く

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
荒
井
正
夫
先
生
、

「
ブ
レ
ー
ゲ
リ
読
み
ま
し
た
か
？
」
と
紳

士
に
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
岩
波
一
寛
先
生

は
じ
め
、
何
人
か
の
大
先
輩
達
に
接
し
、

「
こ
の
よ
う
な
仕
事
が
で
き
世
界
を
透
徹

で
き
る
学
問
が
し
た
い
」と
思
い
ま
し
た
。

大
学
院
で
は
呉
天
降
先
生
の
も
と
、
ア
メ

リ
カ
金
融
史
を
入
り
口
に
企
業
財
務
、
財

政
金
融
政
策
の
勉
強
を
始
め
、
小
樽
商
大

で
住
宅
金
融
を
中
心
と
し
た
比
較
金
融
シ

ス
テ
ム
研
究
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
勉

強
を
始
め
た
の
は
つ
い
昨
日
の
よ
う
。
ま

さ
に
「
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
」
で

す
。

　

前
任
校
は
、
一
学
年
五
百
名
の
単
科
大

学（
商
学
部
四
学
科
、商
学
科
百
六
十
名
）。

ま
る
で
高
校
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地

方
の
国
立
大
学
で
、
名
前
と
顔
は
一
致
せ

ず
と
も「
ど
こ
か
で
見
覚
え
の
あ
る
学
生
」

を
相
手
に
財
務
管
理
論
、
証
券
市
場
論
を

担
当
。
ゼ
ミ
生
も
九
期
卒
業
。
中
大
赴
任

時
の
最
初
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、
授
業
で
も
試

験
で
も
、
学
生
の
間
で
情
報
も
模
範
答
案

も
行
き
渡
ら
な
い
千
名
規
模
の
マ
ス
プ
ロ

大
学
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。　

　

中
大
は
曲
が
り
な
り
に
も
全
国
区
大

学
。
地
方
出
身
者
と
首
都
圏
出
身
者
と
が

切
磋
琢
磨
す
る
中
、
良
く
も
悪
く
も
「
資

格
試
験
受
験
大
学
」、「
中
級
公
務
員
養
成

大
学
」。
図
書
館
利
用
率
も
高
く
真
面
目

な
学
生
が
多
い
。

　

学
生
定
員
千
名
は
駿
河
台
時
代
か
ら
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
の
三
割
は
通
常
不

登
校
。
平
均
的
生
活
パ
タ
ー
ン
は
、「
下

宿
→
ア
ル
バ
イ
ト
・
雀
荘
・
そ
の
他
→
た

ま
に
出
る
授
業
」
で
、
試
験
期
に
は
会
場

の
教
室
に
た
ど
り
着
く
こ
と
さ
え
難
し
い

劣
悪
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
た
。
紛
争
末
期

に
も
試
験
も
半
分
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
レ

ポ
ー
ト
試
験
で
し
た
が
、
先
人
達
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
重
視
の
お
か
げ
で
、
望
む
者
に
は

門
戸
が
開
か
れ
、
喫
茶
店
ゼ
ミ
も
楽
し
い

思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

十
八
歳
人
口
が
減
少
す
る
中
、

M
ARCH

の
多
く
が
学
生
定
員
削
減
の
再

編
を
と
げ
る
中
、
む
し
ろ
中
大
は
法
学
部

千
三
百
名
体
制
な
ど
拡
張
戦
略
を
採
用
し

ま
し
た
が
、「
数
を
打
っ
て
も
当
た
ら
な

く
な
っ
た
」
の
が
現
実
。
改
組
論
議
に
関

連
し
て
、
学
部
規
模
千
名
に
は
「
規
模
の

経
済
」
が
働
い
て
い
る
と
い
う
意
見
も
出

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
前
に
一
部
の
教
員
が
教

育
に
打
ち
込
み
、
単
位
認
定
基
準
を
厳
し

く
す
る
と
学
生
は
「
安
全
パ
イ
」
の
科
目

を
履
修
す
る
「
イ
タ
チ
ご
っ
こ
」
を
ど
う

す
る
の
か
、
学
部
教
員
一
丸
と
な
っ
た
教

育
責
任
を
ど
う
果
た
す
の
か
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
戦
略
を
明
示
し
共
有
で
き
て
い

る
の
か
等
、
検
討
課
題
は
多
く
、
そ
れ
ら

は
看
過
で
き
な
い
段
階
に
入
っ
て
い
ま

す
。
大
学
受
験
者
総
数
の
縮
小
の
中
、
制

度
を
放
置
し
て
き
た
が
故
の
地
盤
沈
下
は

深
刻
で
す
。
制
度
疲
労
を
起
こ
し
て
い
る

従
来
型
の
学
部
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
な
改

革
が
焦
眉
の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。


